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調査の目的
• 誰でも目の当たりにするアスベスト建材は、ス
レート材、屋根材など。

• 他の物はとりあえず調べないとわからない。
• スレートは、日本のアスベスト使用量の半分に
もなる。

• 含有率も高い。
• 残念ながら、日本の法律では規制されない。大
阪府条例などはある程度の規制があるが。

• 目視して、簡単にアスベスト量を推計できる。
それを身につけよう。

• 行政区、学区単位などで調べていこう。
• その手始めに、西淀川区で実施する。



圧倒的な量が残っている



段取り

• 地図をみて、該当地域へいき全体で、
一つの物件を調べよう。

• 歩幅を測り、自分の歩幅を知る。

• スマホのアプリをつかう。「距離ピ
ンナー」では。

• 高さを測るために今日は、「ディジ
タル距離計」を使う。



やり方

• スレートの面積をだします。

• 標準的なスレート何枚分かをだしま
す。

• 重複部分や、デッパリ部分をだいた
いだします。

• 引き算があります。入り口や窓の部
分です。今回はあんまり気にしない
ようにしましょう。



エクセルで

a,b,c,e
をだしたら
面積がでるよう
にしてあります。



スレートの企画
（例 東洋スレートの企画）

1ヤマ780/7.5=104mm
208/780=26.67％

1ヤマ635/11.5=55.2mm
110.4/635=17.4%

重複（重なり）
部分の計算



重なりとは

この１ヤマ半の重複は義務です。
左右と上下が重複します。
従って、重複部分は30％近くありそう
です。



スレートのアスベスト含有量
国交省のアスベスト含有建材データベースで東洋スレートを調べると



西淀川区全体
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黄色を塗ったところが今回調査と航空写真からスレート造と判断。



その眼で見まわると本当にたくさん
スレート造の建物に気づきます。



この地域のスレート建物

• 当初は、「最近工場がマンションになって、ス
レートの建物は減っている」という認識で調査し
た。

• しかし実際はこんなにあるのかと驚いた。
• 地図で示したものは、地図、航空写真を確認し、

２回歩いて確認した。
• 屋根は違う建物、屋根だけがスレートなどいろい

ろあることがわかる。
• 見落としもあると思う。
• 問題は、住宅地に変貌しつつある地域であり、古

いスレート造の建物と住宅がまだらに混在してい
るちいきであることだ。



地図で示した建物A （MK工業）



地図のB（辻沢オートの場合）



地域には大量の
アスベスト含有建材が残っている

• 今回、西淀川区の千舟地域の4分の3程度の地
域を調査した。大規模な工場をはじめたくさ
んのアスベスト残存建物が残っている。

• 二つの建物のスレート量とアスベスト量を推
計した。極めて大量のアスベストが含有して
いることが改めて明らかになった。

• しかも二つの建物は判明したスレート建物の
ごく一部である。

• 引き続きあちこちの地域で、調査を進めてい
くことが重要である。



今後の調査のための教訓

1. 事前の調査、下見、などが大事である。
航空写真、地図、目視で確認していくこ
とが大事だ。結局2回歩いた。

2. 航空写真とスマートフォンのアプリケー
ションソフトなどで平面の大きさはかな
り正確に調べることができる。

3. 高さを測ることに工夫が必要。



高さの調査のために

• 当初高さの調査のために、ディジタル距離
計を準備したが、日差しの強いなかでは計
測は難しいことが分かった。

• スレートの企画をもとに枚数で推計するこ
とはできる。しかしある程度の経験が必要
になる。

• 新しくゴルフ用の距離計をもとに三角法を
用いて推計する方法に取り組んでいきたい。


